
数学４ 反比例

出題の趣旨

関数を用いて事象を捉え考察する場面において必要となる、次のことができるかどうか

をみる。

・事象の特徴を的確に捉えること

・反比例の意味を理解していること

関数を用いて事象を捉え考察する場面では、具体的な事象の中から伴って変わる二つの数量

を取り出して、その変化や対応の様子に着目して関数関係を見いだし、その関数の特徴を調べ

るために、二つの数量関係を表、式、グラフで表現することが大切である。

本問は、反比例の意味を理解しているかどうかをみる問題である。反比例は、表、式、グラ

フを用いて、変化や対応の特徴を考察する際に必要であることから出題した。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｃ 関数

(1) 比例、反比例について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができる

よう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（イ）比例、反比例について理解すること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

４ １ ア と解答しているもの。 13.2

２ イ と解答しているもの。 13.1

３ ウ と解答しているもの。 43.4 ◎

４ エ と解答しているもの。 29.6

99 上記以外の解答 0.1

０ 無解答 0.5
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２．分析結果と課題

○ 解答類型１、２、４の反応率の合計は 55.9％ であり、反比例の意味を理解していない生

徒がいると考えられる。

解答類型４の中には、反比例を比例と混同して捉えたり、反比例の式の形と結び付けて反

比例の比例定数は yの値をxの値で割った商で表されると捉えたりした生徒がいると考えら

れる。

○ 平成22年度【中学校】数学Ａ10(1)（正答率51.0％）で関連する問題を出題している。「平

成22年度【中学校】報告書」において、「反比例について、比例定数の意味の理解に課題が

ある」と分析している。これに関連して本問では、「y が xに反比例し、比例定数が３のと

き、xの値とそれに対応する yの値について、正しい記述を選ぶ」問題を出題した（正答率

43.4％）。今回の結果から、反比例の意味の理解について引き続き課題があると考えられる。

３．学習指導に当たって

○ 反比例の意味を理解できるようにする

反比例の意味を理解できるようにするために、反比例の特徴を表や式などと関連付けて捉

えることができるように指導することが大切である。

本問を使って授業を行う際には、反比例の特徴を調べるために、「 y は x に反比例し、比

例定数は３である」から、式が y ＝ となることを確認した上で、x に幾つかの値を代

入して y の値を求めたものを表にまとめ、対応する x の値と y の値の積が３となることか

ら xy＝３という関係があることを確認することが考えられる。このような活動を通して、

「xの値とyの値の積は一定で、比例定数に等しい。」という反比例の特徴を表や式 y＝ 、

比例定数aなどと関連付けて捉え、反比例の意味を理解できるようにすることが大切である。

○ 伴って変わる二つの数量の間にどのような関数関係があるかを判断できるようにする

伴って変わる二つの数量を見いだして、それらの関係に着目し、目的に応じて表、式、グ

ラフを用いて、二つの数量の変化や対応の特徴を考察し、どのような関数関係にあるかを判

断できるように指導することが大切である。

例えば、平成27年度【中学校】数学Ｂ１「プロジェクター」で取り上げたように、

「（映像の明るさ）＝（プロジェクターの光源の明るさ）÷（投影画面の面積）」の関係がある

とき、（プロジェクターの光源の明るさ）は一定で変えることができないことから、（映像の

明るさ）は（投影画面の面積）に反比例すると判断できるようにすることが大切である。その

際、（映像の明るさ）と（投影画面の面積）を変数、（プロジェクターの光源の明るさ）を定数

として、言葉で表された式を文字を用いた式に置き換えることで、二つの数量の間にある関

数関係を捉えることが考えられる。これにより、映像が暗くて見えにくい場合には、その明

るさを変えるためにどのようにすればよいか考えることができるようになる。例えば、映像

の明るさは投影画面の面積に反比例していることから、映像の明るさを２倍にしたいときに

は、投影画面の面積を 倍にすればよいと判断できるようになると考えられる。

このように、伴って変わる二つの数量の間にどのような関数関係があるかを判断し、問題

解決に生かすことができるように指導することが大切である。
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反比例 y＝ の比例定数 aについて

反比例は、次のように比例と関連付けて捉えることができる。

反比例 の場合、下の表を基にすると

・ の値が２倍、４倍になると、yの値も２倍、４倍になる。

・ の値が 倍、 倍になると、yの値も 倍、 倍になる。

x … －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ …

… －１ × １ …

y … －３ －４ －６ －１２ × １２ ６ ４ ３ …

つまり、反比例 は、「 y が に比例し、比例定数は１２である」とみること

もできる。

yが□の関数であり、y＝ a×□（aは定数）のような式で表せるとき、「yは□に比例

する」という。このことは、３年生の「関数 y ＝ a 」での学習にもつながる考え方で

ある。

（参照）

「平成27年度【中学校】解説資料」pp.88-93

https://www.nier.go.jp/15chousa/pdf/15kaisetsu_chuu_suugaku.pdf#page=92

「平成27年度【中学校】報告書」pp.100-106

https://www.nier.go.jp/15chousakekkahoukoku/report/data/mmath.pdf#page=104

「平成27年度【中学校】授業アイディア例」pp.9-10
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反比例なのに、どうして比例定数っていうのだろう。
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